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安定条件 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0

Ｎ Ｎ≧1.2 1.56 1.42 1.31 1.24 1.18 1.13 1.10 1.06 1.04 1.02

ｅ ｅ≦B/6 0.39 0.55 0.72 0.91 1.09 1.29 1.49 1.69 1.89 2.10

：OK ：NG

安定性 堤高（ｍ）
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施設名 竣工年 選奨理由（土木学会 HP より引用） 

七重川砂防
施設群 

1916 ～
1945 

近接・連続した堰堤から成る流路工で、大正・昭和初期当時の砂
防工法を遺す。 

栗尾沢砂防
施設群 

1916 ～
1935 

栗尾沢砂防施設群は、大正５年に作られた当時の東日本では事
例が少ない切石積の砂防堰堤など、 砂防事業の歴史や技術を今
に伝える貴重な土木遺産です。 
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